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B 45 成人女子肩部の水平断面形状とカウプ示数との関連
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　　　　　　　　　家政　　　　　　九鬼種美

　目的　肩部は衣服の支持部であるにもかかわらずヽ多くの細かい隆起の集合による複雑な曲面から構成さ

れるため、人体の中でも特に大きさや形のとらえにくい部位である。そこで、肩部を把握するための一手段

として、非接触三次元測定法であるモアレ写真法を用い、成人女子体幹上半部を計測した。肩部付近を中心

に頚部から胸部にかけて、15の水平断面を作成した。これらの断面から体つきの特徴をよく表現していると

思われる、断面上の測定値４項目（周長、面積、扁平示数、図心の位置）を選択し、連続的な推移の様子を

観察した。併せて、生体計測も実施しヽこれら二次元図形特性値と比較するため、各被験者ごとのカクプ示

数も算出した。

　方法　被験者は、19歳から28歳の女子学生および助手54名である。撮影には生体計測用モアレ写真撮影装

置（Fujinon Moire Camera FM－ 405）を用い、上半身裸体、静立位の被験者の左半身をis￥つ５方向から撮

影した。な軸、解析に用いた機器はHITAC M280H、解析プログラムはON工TAS によった。tた、生体計測は

マルチン法に準じた。

　結果　全被験者をカウプ示数によね肥満度別に3グループに分類し、断面上の４項目の測定値をそれぞれ

、これらグループ間で比較した。その結果、肥満度別グループ間に最も有意差か多く認められた項目は面積

で、周長、扁平示数がこれに続いた。また、図心の位置は肥満度とは無関係であることが明らかになった。

B 46 体幹部区間体表長の変異について
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　目的：　体幹部c大きさは、従来周径K iって代表され、また形は背肩幅ft.ど幅径K Xって表現されると

考えられてきた。この場合、体表上の凹凸が計測時に巻尺の内側に包含され、その位置軸よび分量は明､確に

でき々かった。また、体幹部の陥凹・突出点や解剖学的計測点を規準に定■4 る区間体表長は測定が困難で、

形状の異次る体つきが同一グループ内に分類されてしt 9恐れもあった。そこで、従来の計測法の欠点を補

うモアレ法によ!）立体的に記録したデータから、ｉず人体の形状モデルを生成した。このモデ･ルから抽出し

た区間体表長を用いて、体幹部の形状の変異についてひとつの推察を試みた。

　方法：　成人女子82名の上位体幹部を斜め前方・斜め後方45°からモアレ法により撮影し、得られた等高

線データを計算機に入力して形状モデルを生成した。モデル生成にあたっては、工学の分野で広く用いられ

ている自由曲面生成法に従い、3次のB6zier曲面を用いて上述のよ5 な体表上の規準点を通過ずる々めらか左

曲面を生成して、測定形状を近似させた。この計算機内モデルから各規準点間の体表上の距離を算出し、人

体の構造も考慮しながら形状の変異を調べた。

　結果:（D変異係数からみた区間体表長について。区間体表長は、突出部（乳房、肩甲骨）やm. （肩の鞍ヽ

後背筋の外側）々どを境に変異の傾向を異にするヽ例えば肩甲骨や腹部の脂肪など、人体内部の構造が体表

長の変異と深く関係していること痙どが推察された。(2)区間体表長の相関について。横・縦方向で同一線上

の区間長を合算した場合、各々の方向同志では高い相関を示した。しかし注目すべきことは、乳頭点を通過

する縦線の長さだけか、他の縦方向とは中程度の相関しかもたず、その一方で横方向の乳頭位、胴位にis-け

る体表長と0.7程度の相関をもつことである。区間ごとの体表長では、この傾向は更に明確に次った。


